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序

近年、首都圏においては、急激な都市化に伴う生活用

水の需要と、産業の発展に伴う工業用水の需要の増大

により、慢性的な71(.:不足の状態にあります。

従来、荒川水系ては、豊富な地下水を生活用水にあ

てていましたが、すてに地下水だけては水需要の飛躍

的な増大に対応て‘‘きない情勢にあり、そればかりか、

過剰な地下水の汲み上げは、広範囲の地盤沈下という

新たな問題を引き起こしつつあります。

こうした事態に対応すべく、現在、荒川・利根川の

流域において、数多くのダム建設事業が推進されつつ

あります。

秩父郡大滝村の中津川流域に建設中の滝沢ダムは、

荒川水系治水計画の中にあって、浦山ダム・ニ瀬ダム

等と並ぶいわゆる 「上流ダム群」のひとつてす。

完成時には、有効貯水容量5800万立方メートルとい

う荒川水系て‘最大の貯水能力により、安定的な生活・

工業用水の供給を期待されています。また、ダムから

の放流水を利用して、最大出力3,400KWの発電事業

も計画されています。

平成 9年・ 10年に実施された文化財保護課による分

布調査の結果、滝沢ダム湛水後に水没する地域内に、

三つの遺跡が存在することが判明しました。

その取り扱いについては、関係機関が慎重に協議を

重ねてまいりましたが、やむを得ず記録保存の措置が

講じられることとなりました。発掘調査は、埼玉県教

育局生涯学習部文化財保護課の調整により、当事業団

が水資源開発公団の委託を受け、実施しました。

発掘調査の結果、縄文時代早期末～前期初頭の岩陰

遺跡と、縄文時代後期の二つの集落跡が発見されまし

た。

集落跡からは配石遺構と呼ばれる石造の施設が多数

発見されました。中て‘‘も縄文時代の石棺墓は、これま

て｀埼玉県内てはほとんど調査されておらず、今後の調

査・研究を進めるうえて‘‘、貴重な資料となることて‘し
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これらの成果をまとめたものが本書てあります。埋

蔵文化財の保護、教育普及さらに学術研究の資料とし

て広く活用していただければ幸いて‘す。

本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整にこ｀

尽力いただいた埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課

をはじめ、水資源開発公団、同滝沢ダム建設所、大滝

村教育委員会ならびに地元関係各位に対し深く感謝申

し上げます。

平成12年3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂



例

1.本書は、埼玉県秩父郡大滝村大字大滝に所在する

浜平岩陰遺跡（略称 HMDIRIWKG)・入波沢西遺

跡 (NPPZWNS)・入波沢東遺跡（NPPZWHGS)

の報告書て‘ある。

2.遺跡の略称は、発掘調査時の遺跡のコード番号て‘

ある。

[ 49-16]（浜平岩陰遺跡）

[ 49-17]（入波沢西遺跡）

[ 49-18]（入波沢東遺跡）

を用いている。

3.発掘調査は、滝沢ダム建設に伴う事前調査て‘、ある。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課の調整のもと、

水資源開発公団の委託により財団法人埼玉県埋蔵文

ィ疇査事業団が実施した。

4.発掘調査は、若松良ー・栗島義明・渡辺清志が担

当し、平成10年6月1日から平成10年11月30日まて‘

と、平成11年8月1日から平成11年9月30日まての

二度にわたり実施 した。

報告書作成作業は渡辺清志が担当し、石塚香の協

力を得て、平成11年10月1日から平成12年3月31日

まて実施した。
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発掘調査および整理事業の組織は 3ページに記し

た。

5.出土品の整理および図版の作成は渡辺が行った。

発掘調査時の写真撮影は若松良一・栗島義明・渡辺

清志が行い、遺物の撮影は渡辺が行った。

6.遺跡の基準点測鼠と航空写真は朝日航洋株式会社

に委託した。

分析・鑑定については、黒曜石の原産地同定を第

四期地質研究所に委託した。

7.本書の編集は渡辺が担当した。

8.本書に掲載した資料は平成12年4月1B以降埼玉

県立埋蔵文化財センターが管理・保管する。

9.本書の執筆は I-1を埼玉県教育局生涯学習部文

化財保護課が、 それ以外を渡辺が行った。

10.本書の作成にあたり以下の機関・諸氏からご教示・

ご指導を賜った。

また、第II章の執筆にあたって、大滝中学校から

資料の提供を受けた。記して謝意を表します。

（五十音順、敬称略）

浅野晴樹大滝村教育委員会

山本暉久

菊地伸之 長岡文紀



凡例

1.本書における X・Yの数値は、国土標準平面直角

座標第IX系（原点北緯36度0的知0秒、東経139度5的｝

00秒）に基づく各座標値を示す。また、各挿図にお

ける方向指示は、すべて座標北を表す。

2.本書における遺構の表現は、便宜上、下記の略号

を表記した部分がある。

SJ：住居跡 SK：土猥

SX：配石遺構（敷石住居跡・列石遺構を除く）

3.遺構番号は、入波沢西遺跡出土のものについて発

掘調査時の番号を一部改めた。

住居跡

SJ 1 

SJ 2 

SJ 3 

SJ 4 第 2遺物包含層

SJ 5 第 2遺物包含層

SJ 6 S X 11・12
→第 5 • 6号石棺墓

SJ 7 

s J 8 抹消

SJ 9 

SJ 10 

SJ 11 第 1遺物包含層

SJ 12 

配石遺構

SXl SJ 9 

SX2 SJ 9 

SX3 SJ 9 

SX4 

S X 5 

S X 6 

SX7 第 1号石棺墓

S X 8 第 2号石棺墓

S X 9 第 3号石棺墓

S X 10 第 4号石棺墓

S X 11 第 5号石棺墓

S X 12 第 6号石棺墓

4.遺構・遺物の実測図の縮尺は、原則として下記の

通りて‘‘ある。

遺構：住居跡・列石•石垣 1/60 

配石遺構・土壊 1/30 

土器捨て場 1/80 

遺物：縄文時代土器実測図 1/4 

縄文時代土器拓影図土製品 1/3 

縄文時｛t石器

石鏃・石錐 1/1 

スクレイパー・石錘 2/3 

磨斧・打斧 1/2 

石皿・ 石棒等 1/4 

中世陶磁器 1/3 

鉄製品 1/3 

その他、第I章の埼玉県の地形図・周辺の遺跡、

第III~V章の遺跡の位置等については、その都度ス

ケールを貼付した。本書に貼付した地形図は、建設

省国土地理院発行の1/25000の地形図を使用した。

5.石器の掲載については、実測図の提示は最小限と

し、 写真による外観および、一覧表形式による計測

値の、全個体掲載に主眼を置いた。

一覧表に掲載した石器については、 実測図の有無

を問わず、すべて整理番号にしたがって遺構単位て‘‘

1繹されている。

また、剥片類については、石材別の点数・ 重量別

グラフを提示した。本遺跡から出土した石器類はこ

れてほばすべてて‘‘ある。

なお、石器の分類基準については次ページに提示

した。



第 1表 石器分類基準一覧表

1. 長さ・幅・厚さ： mm

2.形態

重量： g 欠損の場合は（ ）付きて表記

石 鏃

石 錐

A
-
B
E
 

全体がつまみ部と錐部に分かれる

つまみ部を持たない棒状

不定形の剥片の一端に短い錐部を持つ

A-1 つまみ有り 片刃

A-2 II 両刃

B-1 つま み無し 片刃

B-2 II 両刃
スクレイバー

縦長剥片 横長条Il片 円形

a-1 長辺を刃部とする b-I I長辺を刃部とする

a-2 短辺を刃部とする b-2 I短辺を刃部とする C 

a-3 長短両辺を刃部とする b-3 I長短両辺を刃部とする

磨

敲
石

石

A-1 

A-2 

A-3 

円形

片面使用

両面使用

三面以上使用

B-1 

B-2 

B-3 

楕円形

片面使用

両面使用

三面以上使用

棒状

c
 

円形

片面使用

両面使用

三面以上使用

楕円形

片面使用

両面使用

三面以上使用

枠状

凹 石
A-1 

A-2 

A-3 

B-1 

B-2 

B-3 
c
 

石 錘

A
-
B下
）

＿

a
-b

長軸両端にスリット

長軸一端にスリット

長短軸にスリット

自然礫を使用

自然礫を整形して使用

石 皿

A
-
B下
）

＿

a
-b

楕円形

長方形

不整形

自然礫を使用

自然礫を整形して使用

3.残存度

石 鏃

①
l

②
一③
一
④

完形

先端欠損

基部欠損

返し部欠損

⑤
一⑥
一⑦
一
⑧

先端残存

長軸方向の割裂

返し部残存

未成品

石 錐

①
一②
一
③

完形

錐部先端欠損

つまみ部欠損

④
一⑤
一⑥

錐部両端欠損

錐部先端残存

つまみ部残存

磨製石斧

打製石斧

①
一②
一
③

完形

基部欠損

刃部欠損

④
一⑤
一
⑥

刃部のみ残存

基部のみ残存

長軸方向の割裂

スクレイパー

①
一②
一③
一④
一
⑤

完形

つまみ部欠損

刃部の一部を欠損

刃部の大半を欠損

つまみ周辺のみ残存

石 錘

①
一②
一
③
一④

完形

長軸方向に破損

短軸方向に破損

スリットのみ確認可

石 皿

①
一
②
一③
一④

完形

長軸方向に破損

短軸方向に破損

使用面のみ確認可

石 棒

①
一②
一③
一④

完形

一端折損

両端折損

長軸方向の割裂

磨

敲

凹

石

石

石

①
一
②
一
③
一④
一
⑤

完形

折損

表面の剥離

風化による崩壊

その他
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入波沢西第 1遺物包含層出士土器 入波沢西第 1遺物包含層出土石器

図版23 入波沢西グリッド出土土器 入波沢西第 1遺物包含層出土石器

入波沢西グリッド出土土器 入波沢西第 1遺物包含層出土石器

図版24 入波沢西グリッド出土土器 入波沢西第 4号石棺墓出土石器

入波沢西グリッド出土土器 心皮沢西第 4号石棺墓出土石器

入波沢西グリッド出土土器 図版31 バ皮沢西グリッド出上石器

入波沢西グリッド出土土器 入波沢西グリッド出土石器

入波沢西グリッド出土土器 入波沢西グリッド出土石器

入波沢西グリッド出土土器 入波沢東第 1号住居跡出土石器

図版25 入波沢東第 1号住居跡出土土器 入波沢東第 1号住居跡出土石器

入波沢東第 4号住居跡出土土器 入波沢東第 2号住居跡出土石器

図版26 入波沢東第 5号住居跡出土土器 図版32 入波沢東第 3号住居跡出土石器

入波沢東第 5号住居跡出土土器 入波沢東第 4号住居跡出土石器

図版27 入波沢東第 1号住居跡出土土器 入波沢東第 4号1打吾跡出土石器

入波沢東第 5号1む吾跡出土土器 入波沢東第 4号住居跡出土石器

入波沢東第 5号住居跡出土土器 入波沢東第 5号住居跡出土石器

入波沢東第 5号住居跡出土石器 入波沢東第 5号住居跡出土石器



1 発掘調査の概要

1 発掘調査に至る経過

埼玉県を代表する荒川は、県中央部と都心を貫流し

ており、流域の経済や環境に多大な影響を及ばしてい

る。首都圏における人日の増加、 産業の発展に伴う水

需要の増加は著しく、このような背景のもとに建設

省・水資源開発公団により滝沢ダムの建設が計画され

た。県教育局生涯学習部文化財保護課て‘は、このよう

な施策の推進に伴う文化財の保護について、従前より

関係部局と事前協議を重ね、調整を図ってきたところ

てある。

平成 8年12月10日付け 8滝二用第28号て‘水資源開

発公団滝沢ダム建設所長より、事業予定地内における

埋蔵文化財の所在及び取り扱いについて照会を受けた。

文化財保護課て‘‘は、滝沢ダム建設により水没する地域

について平成 9年 1月23• 24日に所在確認調査を行

い、平成 9年 1月28日付教文第1397号て‘‘概ね以下のよ

うな回答を行った。

1 埋蔵文化財の所在

事業地内には次の埋蔵文化財包蔵地が所在します。

名称 利重別 時代 所在地

入波沢西 集落跡 縄文 秩父郡大滝村大字浜平

字入波沢地内

浜平岩陰 集落跡 縄文 秩父郡大滝村大字浜平

地内

2 取り扱いについて

上記の埋蔵文化財包蔵地は現状保存するの力芍臼：し

いが、 事業計画上やむを得ず現状変更する場合には、

事前に文化財保護法第57条の 3の規定による発掘通

知を提出し、記録保存のための発掘調査を実施してく

ださし‘o

なお、発掘調査の実施については、当課と別途協議

してください。

さらに平成10年10月7日及び11月26・27日に追加調

査を行い、入波沢西遺跡に隣接して入波沢東遺跡が確

認され、平成10年10月12日付け教文第873号、平成10年

12月3日付け教文第1068号てその旨回答した。

これを受けて文化財保護課と水資源開発公団との間

て事前協議がなされたが、計画変更が不可能て‘‘あるた

め、水没地域に所在する埋蔵文化財包蔵地について記

鉗保存の措置を講ずることとした。

発掘調査については財団法人埼玉県埋蔵文化財調査

事業団が実施機関としてあたることとし、事業団 • 水

資源開発公団・文化財保護課の三者により、調査方法・

期間・経費等についての協議が行われた。調査は平成

10年度は浜平岩陰と入波沢西遺跡が平成10年 6月 1

Hから 11月30日まて、平成11年度は入波沢東遺跡が平

成11年 8月1日から 9月30日まて実施された。

なお、発掘調査届に対する指示通知番号は、次のと

おりて‘ある

（平成10年度）

浜平岩陰遺跡

平成10年 7月218付け教文第 2-70号

入波沢西遺跡

平成10年 7月21日付け教文第 2-71号

（平成11年度）

入波沢東遺跡

平成11年 7月15H付け教文第 2-52号

（文化財保護課）
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2 発掘調査・報告書作成の経過
(1) 発掘調査

浜平岩陰遺跡

発掘調査は平成10年 6月 1日から平成10年 7月31

日まて実施した。

6月初旬、人力による周囲の樹木の伐採を行い、重

機により土置き場および作業道路の確保を行った。 6

月上旬、重機により表土の除去を行い、基準点測量を

実施した。

6月中旬から作業員による遺物包含層の掘り下げを

開始。作業の妨げとなる落石については、小型の重機

によって適宜撤去した。

7月中旬には掘削作業をほぱ完了。土層断面と周辺

地形の記録および個別写真の撮影を行う。

7月下旬にはすべての器材を撤収、重機て崩落の危

険のある部分の養生を行った。 11月中旬、空中写真測

量を実施。調査を完了した。

入波沢西遺跡

発掘調査は平成10年 8月 1Hから平成10年11月30

日まて実施した。

8月初旬、人力により樹木を伐採し、作業道路を確

保した。 8月上旬、重機による表土除去を行い、作業

員による遺構精査を開始した。極端な傾斜地形、台風

を含む天候不良から、表土除去には通常の倍近い期間

が費やされた。

8月中旬、遺構の掘削を開始。基準点測鼠を実施。

また、害獣防除用の囲柵工事を実施した。

9月に入ると天候は回復し、以後、遺構調査は順調

に進んだ。 10月下旬、住居跡群の調査をほば完了、土

器捨て場の調査を開始した。

11月中旬、空中写真測量を実施。撮影終了後、配石

を撤去する過程て石棺墓群を発見。

11月下旬、すべての遺構・遺物の記録作業を完了。

器材の撤収を行い、発掘調査を終了した。

入波沢東遺跡

発掘調査は平成11年 8月 1日から平成11年 9月30

日まて‘‘実施した。

8月初旬、人力により樹木を伐採し、重機による表

土除去を開始した。調査区の北縁は工事用道路路肩の

斜面てあり、やや不安定な状態て‘あったのて‘‘、人力に

より斜面の養生を行った。

8月上旬、作業員による遺構調査を開始する。

8月14日から同15日にかけて、「弱い熱帯低気圧」に

よる豪雨の影響により、東日本の広い範囲て災害・事

故が続発。中津川往還の県道も随所て蒋；石や土砂崩れ

の被害が発生し、発掘作業も約一週間の中止をやむな

くされた。

9月中旬、住居跡群の調査を完了し、空中写真撮影

を実施した。 9月下旬、すべての遺構の記録作業を完

了、器材を撤収し、調査を終了した。

(2) 整理・報告書作成

整理作業は平成11年10月 1日から平成12年 3月31

日まて実施した。

10月上旬から遺物の水洗・注記を行い、図面・写真

の整理を行った。 10月中旬から遺物の復元を行い、復

元された遺物は順次図化を行った。また、石器の分類・

計測作業を行った。

11月上旬から遺構図版のトレースと版組みを開始。

11月中旬には復元作業を終了し、遺物のトレースを開

始した。また、拓影図用の遺物のピックアップを行い、

拓本の採取に入った。

12月に入って原稿の報筆を開始。

1月上旬に遺物の写真撮影を実施、写真図版の編集

を行った。 1月中旬まて‘‘に図版が一通り完成し、最終

的な編集作業に入った。

1月下旬に入札を実施。 2月の校正作業を経て、 3 

月下旬に報告書を刊行した。
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3 発掘調査、整理・報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1) 発掘調査（平成10• 11年度） (2) 整理事業（平成11年度）

理 事 長 荒井 桂 理 事 長 荒井 桂

副 理 事 長 飯塚誠一郎 副 理 事 長 飯塚誠一郎

常務理事兼管理部長 鈴木 進(HlO) 常務理事兼管理部長 広木 卓

広木 卓(Hll)

管理部

管理部 管理部副部長兼経理課長 関野英

専門調査員兼経理課長 関野英 一(HlO) 主 任 福田昭美

管理部副部長兼経理課長 関野英 一（Hll) 主 任 腰塚雄 ―

主 任 江田和美（HlO) 主 任 菊池 久

主 任 腰塚雄二(Hll) 庶 務 課 長 金子 隆

主 任 福田昭美 主 フ旦 田中裕―

主 任 菊池 久 主 任 江田和美

庶 務 課 長 金子 隆 主 任 長滝美智子

主 フ旦 田中裕―

主 任 長滝美智子 資料部

主 任 腰塚雄二(HlO) 資 料 部 長 高橋 夫

主 任 江田和美(Hll) 専門調査員兼資料部副部長 石岡憲雄

主 任 調 フ旦 員 渡辺清志

調査部

調 禾且 部 長 谷井 彪(HlO)

増田逸朗(H11)

調査部副部長 水村孝行

調査第 三 課長 杉崎茂樹(HlO)

専門調査員兼調査第 1担当 鈴木敏昭(Hl1)

統 括 調 禾旦 員 栗島義明(HlO)

統 括 調 フ旦 員 若松良一(Hll)

主 任 調 フ旦 員 渡辺清志
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II 遺跡の立地と蠣境

地形環境 へと送り出す動脈として機能してきた。

大滝村は埼玉県最西部に位置している。総面積は約

330血て‘、これは県土全体の 1割に近い。

地形区分上は奥秩父山地に属しており、村域の 7割

が標高1000m以上の高地て‘‘ある。

この山地を、荒川源流部と、その支流て‘‘ある中津川

が東西に貫いており、随所に急峻なV字谷を形成して

いる。両河川に挟まれた白泰尾根は周囲に比べ標高も

低く、起伏に乏しい特異な地形を示している。

村境の北縁は両神村、東縁は荒川村に接している。

また、西縁から南縁は群馬・長野・山梨・東京の各都

県境に接しており、県内最高峰の三宝山 (2483m)を

はじめとする2000m級の山々 が立ち並んて‘‘いる。

交易のムラ

川沿いの道路は、山村の人々の生活資材をi般入 し、

またその生産物たる林・鉱業産品や猟・漁産品を乎地

また、荒引1沿いの道をさかのほ＇ると雁坂峠を経て甲

府盆地に至り （現・国道407号線）、一方て‘‘中津川沿い

の道は三国峠を越えて、佐久方面に至る（現・中津川

林道）。これら荒川源流の道は、中部高地と関東とを結

ぶ交通路のひとつてもあったのてある。新編武蔵風土

記稿の記事によれば、近代の車道整備以前、旧「中津

川村」の住人は炭 ・油・酒等の物資の補給を、秩父盆

地よりむしろ信州側との交易に頼っていたようだ。

遺跡の所在する元の浜平集落は、西に接する塩沢集

落とともに、近世における「新大滝村」の西界をなし

ていた。ここから上流の「中津川村」に至る道筋が、

永く牛馬すら乗り入れることの不可能な硲路てあった

ことを考えるならば、それが数千年あまりの時間を隔

てた縄文時代のことてあれ、この場所に数時期にまた

がる拠屯的な集落が営まれたことは必然て‘‘あったとも

第 1図 埼王県の地形図

|
、

一

疇冒 □ロロ
山地 凹地丘陵台地 低地

。
20Km 
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浜平岩陰

遺 跡 名時 期所 在

1浜平岩陰遺跡 縄文（早•前） 大字大滝字浜平

2 入波沢西遺跡 縄文（後） 大字大滝字浜平

3 入波沢東遺跡 縄文（後） 大字大滝字浜平

4 縄文（月II～後） 字戟平

5 縄文（中） 字神岡

6 縄文（中） 字大輪

［鷹』：臼I日ミ（中～晩）［三ミ五竺I:; 嵐Il・11:大：＜芦5000

思える。

すなわち入波沢西・東の縄文集落は、自己完結した

集落という以上に、交易の拠点、情報と物資の集積場

としての意味合いを強く有していたと考えざるを得な

いのて‘‘ある。

「信州Jレート」てある中津川と、雁坂峠を介して甲

府盆地に続く 「甲州Jレート」て｀ある荒川最上流部との

合流点には、縄文時代中期から晩期に至る集落の存在

が予想される三十場遺跡が存在する。

さらに、この合流点から中津川を 1キロあまり遡っ

た地点には、縄文時代前期～後期の遺物が採集された

競平散布地が位置している。

こうした河川と遺跡立地との関係のありようからは、

狩猟採集民＋交易民としての縄文人の姿がいやがうえ

にも浮かび上がってくる。

周辺の遺跡

大滝村周辺の遺跡については、調奔事例の乏しさか

ら不明な点が多い。

神庭半洞窟（第 2図7)は昭和33年、直良信夫の調

査て‘‘、旧石器時代の尖頭器と縄文士器・土師器・須恵

器が出土した。その後、平成4年、埼玉県立博物館の

調査て‘‘は、草創期～中期の遺物が出土している。

三十場遺跡（第2図10)は昭和37年、村教委および

群馬大学の発掘調査て‘ヽ、勝坂・阿玉台式土器と、これ

に伴う竪穴住居跡1軒が発見されている。

大輪遺物散布地（第 2図6)は、大涸変電所関連施

設の建設の際に縄文時代中期の遺物が出土しているが、

個人蔵て‘あり、今回実見することはて‘‘きなかった。

近隣市町村て‘は、同一水系の荒川村て‘中期後半～後

期前半の集落跡が発見された姥原遺跡、前期諸磯式の

大畑遺跡他が報告されている。

なお、本書の編集に際し、大滝中学校より、同校所

蔵の村内出土遺物の資料提供を受けた。遺物は標本ケ

ース 5箱に収め られていた（第 3図）。

三十場遺跡は、昭和37年の発掘調査時には縄文時代

中期中葉の1む吾跡が検出されたとのことてあるが、今

回実見した資料中には 3~5のような、縄文時代中期

末葉の土器片が多数含まれている。また、 1 • 2の有

頭石棒は後期ないし晩期のものてある。

字鶉平遺物散布地の表採資料は、 6が中期後半の加

曾利EII式、 7 • 8が後期の堀之内式と思われる底部

てある。他に多量：の条lj片類が存在した。
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第 3図 大滝中学校保管資料
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m 浜平岩陰遺跡

1 遺跡の概要

字名浜平から荒川との合流点まての中津川はほぱ東

西にひらけ、急峻なV字谷地形をなしている。ダム建

設計画以前にはこの渓谷の左岸側を中心として、大小

の集落が点在していた。

渓谷南斜面の中腹に位置する滝の沢集落と、河岸段

丘上に位置する浜平集落を上下に結んて、いた旧道の半

ばほどには、小さな尾根が中津川に向かって張り出し

ている。激しく蛇行して流れ下った中津川は、この尾

根を境に急激に川幅を増して、ほば真東に流れ下って

浜平岩陰

いる。このため尾根の上からは下流の渓谷全体を一望

することがてきる。

この尾根の先端部に、 巨大な一枚岩が露出している。

尾根はこの岩盤の直下から、急角度て中津川河床へと

落ち込んて、いる。その比高差は約38mてある。

岩盤の下はオーバーハングしており、風雨を避ける

には格好の環境となっている。この岩陰はキャンプサ

イトとして利用されたのてはないかと考えられ、縄文

時代草創期～早期の遺物包含層の存在が予想された。
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第 5図 浜平岩陰立面・平面図
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2 発見された遺構と遺物

(1) 岩陰（第 6図～第 8図）

浜平岩陰遺跡を形成している岩盤は、青灰色のチャ

ートの巨大な一枚岩て‘‘ある。差し渡し9.6m、高さ6.7

m、長軸方向はN-72°-W。現状て‘‘40度あまり南に傾

斜している。

岩庇（いわびさし）は平均 2~3m張り出して風雨

をさえぎり、下面にダム計画以前は共同墓地として利

用された、わずかな平場力哺多成されていた。

平場の面積は約30mてあった。北を岩盤に接し、東

は岩盤の背後から流れ出すガレ場、西は尾根続きの急

斜面、南縁は中津川に面した崖て‘ある。

第 6図 グリッド配置図

A B C 

； ； ； 

-9-

浜平岩陰

重機による表上除去の直後から、畳 1畳～ 2畳大の

岩塊が行く手を阻み、発掘調森はこれらの岩石撤去に

大幅に時間と手間を取られることとなった。

岩陰の堆積物は、こうした落石に由来する大小の岩

石が主体をなし、腐食の発達は概して低調、ほとんど

礫石のみにより構成される層も観察された。往時の落

盤のすさまじさを物語るものてあろう。

現表土から1.2mあまり掘り下げたところて‘‘、遺物

が出土し始めた。

遺物包含層は上下2層からなり、第 5層と命名した

D E F 

； ； ： 

叶
l:80 



第 7図 土層断面図(I)

叶 叶 叶

叶叶

519.000 

●査不可鑑

和
9:90 
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浜平岩陰

第 8図土層断面図(2)

叶 叶 叶 叶

519.000 

黒褐色混礫土層からは羽状縄文の施文される縄文時代

前期初頭～前葉の土器が、第6• 7層と呼んだ暗賀褐

色の混礫土層からは表裏に条痕文が施文される早期末

葉の土器片が、それぞれこぺ少量出土した。

遺物包含層中には炭化物の混入がみられたが、灰層

や焼士層の形成は不全て‘ヽ、遺構らしきものも確認され

なかった。

7層を過ぎると遺物の出土は止まり、さらに50~80

cm掘り下げたところて地山と思われる火山灰質の暗黄

褐色混礫土層が露出した。現地表からの深度はすてに

3mを超過していた。

7層以下て‘‘遺物の出土がみられなかったことと、安

全上の配慮から、それ以上の掘削は断念し、発掘調査

を終了した。

浜平岩陰遺跡

1 諏褐包椴社屈 ：落石と思われる大型の礫を含む

2 暗灰褐色混礫上層

3 灰褐色混礫土府

4 灰黄褐色涅礫土層

5 黒褐色涅礫土層 ：炭化物やや多く含む縄文前期迫物包含暦粘性に富む泥

岩の礫が目立つ

6 暗黄褐色溜羨む唇 ：炭化物少忌含む縄文早期退物包含層？

7 暗黄褐色混礫上層 ：多呈のロームプロック含む炭化物少昼含む縄文早期迫物

包含府？

8 灰黄褐色礫屈

9 黒色礫暦 ：漆黒色の風化を示すチャート？からなる

10暗黄褐色浬礫上同 ：落石と思われる大型の礫が目立つ非常に水分に富んでおり、

空隙多し

111極暗褐色混士砂礫恩 ：少忌のローム粒子、多蜃の有機質を含む 10層に比ベドライ

粘性を欠く

2m 

(2) 出土遺物（第 9図）

1は早期末葉とみられる条痕文系の土器てある。表

面のみ縦位の条痕文が施文される。胎土に多量の繊維

が混入される。器面に補修孔がみられる。

2は痕擦の土器て‘、やはり早期末葉と考えられる。

3以下は前期羽状縄文系の土器て｀、胎土に多量の繊

維を混入する。

3は口縁部て‘ある。口縁は内屈し、口端は内削ぎ状

を呈する。施文原体はRL・LRの、いずれも単節縄

文て‘‘ある。 4は胴部破片て： RL単節の縄文が施文さ

れる。やや徽細な縄文と暗褐色の器壁が、 3に類似す

る。

5以下は単節の縄文が施文される小破片て‘‘ある。赤

褐色の脆弱な器壁て、、器面の風化が甚だしい。

第 9図 グリッド出土遺物

9
ぃ

月

[

9,  2 □疇1
・冒8

汀5

10cm 

＇ 1 : 3 
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w 入波沢西選跡

1 遺跡の概要

中津川に合流する入波沢の河口両岸には、この地域

としては緩やかな斜面地形が発達し、各々縄文時代後

期に属する集落遺跡が立地している。二つの集落遺跡

はそれぞれ入波沢西・入波沢東と命名された。

入波沢西遺跡は上流側の斜面に所在する。現河床面

からの比高差は15~40mて‘‘、周辺の傾斜は最大30度を

超える。冬場は寒冷な土地ながら、山並みが南東方向

にひらけているため日照に恵まれており、遺構群はこ

の斜面地のほば全面にわたって存在していた。

遺跡の立地する斜面は、渓谷には稀な上下二面の段

丘地形を構成するものとみられた。竪穴1主居跡は、主

として上位段丘面縁辺に占地している。

地山の状況は火山灰質の黄褐色砂~シルトを主体と

するが、崩落と再堆積を繰り返し、大半の地点て‘黒色

土との互層を形成している。このため、特定の時代の

生活面を特定することは極めて困難て‘あった。

発見された遺構はほとんどが縄文時代のものてある。

内訳は住居跡 7軒、石棺幕 6基、配石遺構3基、列石

遺構3条、埋設土器 1基て‘‘、これ以外に土器捨て場と

みられる遺物包含層が発見された。

- 12-
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2 発見された遺構と遺物

1.縄文時代
(1) 住居跡

第 1号住居跡（第12図～第14図）

D-3•4 グリッドに所在する。第 2 • 3 • 7号住

居跡を切っている。第 1号列石遺構に切られているよ

うだが、東壁際て‘は列石の連続が明瞭に確認て‘‘きるも

のの、中央部から西て‘‘は礫の分布が疎らになっている。

斜面下側が崩落によって失われている。主軸方向に

対してやや横に長い隅丸長方形を呈し、長径5.7m、短

径4.2mを測る。主軸方向はN-40"-Wを指し、出入

り口部が斜面の下側を向いている。

先述のとおり、入り日部の大半が崩落によって失わ

れており、壁の立ち上がりは残っていない。一方、奥

壁は残存状態が良好て＼壁高は1.44mを測る。

内部空間は長方形の外陣と、円形ないし半円形の内

陣から構成されている。柱穴は内陣外陣それぞれの壁

に沿って配置されている。柱穴の規模・深さは表のと

おりて‘‘ある。なお、外陣奥壁よりの主軸線上て‘検出し

たP3は覆土中から焼土が検出されており、何らかの

特殊な機能が想定される。

炉跡は長方形の石囲い炉て‘‘ある。焼土の堆積はそれ

ほど顕著て‘‘はなかったが、炉石の内側が被熱の痕跡を

示していた。

先述のとおり、出入り口の施設は斜面の崩落によっ

て失われているが、ハの字状に開く柱穴列だけが検出

された。

内陣に沿って若干の礫が巡っているが、床面からは

若干浮き上がっており、居住の時点て‘‘これらの礫が存

在していたかは不明て‘ある。外陣の北コーナー部分に

大型の平石がみられるが、これは地山中の転石が顔を

のぞかせたものてある。

覆土中からは多量の土器片・石器類・礫が検出され

た。土器は大半が縄文時代後期中葉の加曾利Bl式て‘‘

ある。

出土遣物（第15図～第18図）

1は床面直上から出土したものて、、円筒形の小型深

鉢土器て‘ある。胴部中段から口縁の突起まてが残存す

る。全体の器形はやや内湾しつつ立ち上がるものて＼

ロ端は内屈する。口縁はほぼ水平てある。

口縁上に三単位の円盤状突起が配されるが、それら

は1条の沈線によって互いに連繋されている。突起部

には「の」の字状の沈線文が描かれる。

胴上半部には 5条の平行沈線が巡る。沈線間はノの

字状の端沈線によって連結される。また、この沈線間

には、 LR単節の縄文が横位回転て‘‘施文される。

器面は灰黄褐色～淡紅色て‘やや風化がみられる。シ

ルト質の軽捷な胎土てある。

ロ径推定16.2cm、最大径17.4cm、現存高11.5cmを測

る。

2は注日土器の胴上半部て‘ある。ソロバン玉形の体

部からほぼ垂直に立ち上がる部分て‘ヽ、口縁は内屈し、

ここに刻みを伴う隆帯を巡らせて器面を上下に区画す

る。

口縁部には沈線による横楕円形のモチーフが描かれ

る。モチーフの接点には、縦一対の豆粒状の貼付文が

付される。この貼付文の下部には「の」の字状の沈線

文が描かれる。器面は黒色て、、研磨が徹底され、光沢

を生じている。

第 2表 第 1号住居跡柱穴一覧表

笠□1 ::  I :2： I :33： I ::: I三I:26： I ::: I ::] | P 9 | P10 

臼［竺； I ：]: I P荘I:]  | :] | :]: I :]] | :][ I :]; I ：巧 I:芯

笠そ::I P臼I：さ I：笠 I::] | ：：［ I ：で 1：そ I：で 1::[ I ::] 

竺：：笠 I:][ I ：巧 I:竺 I::] I ：竺
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入波沢西

第12図第 1号住居跡(I)
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1 暗褐色混土亜角礫暦 ：焼土・ 炭化物少扁含む粘性欠く 締まりなし

2 ごく暗褐色溜灘目 ：大斤勿）炭lは娘評含む粘性あり 締まり良し

3 暗黄褐毎描覧頃 ：ローム粒子若干含む炭化物少黛含む粘性あ

り締まり良し

4 ごく暗褐色儲剥渥 ：焼土・炭化物若干含む粘性あり 締まり良し

5 焼這 ：ローム粒子少数含む

D498.500 D 炉跡

1 灰黄褐色涅礫土層 ：焼土プロック少罷含む粘性あり 締まり良し

2 暗褐色混礫土暦 ：焼土プロックごく少呈含む粘性あり 締まり良し

3 暗褐色混土礫層

1m 

＇ 1:30 
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第13図第 1号住居跡（2)

E 499.000 

炉

F'99.ooo F' 

G m.ooo G 

P17 P18 

2m 

＇ 1;60 

ロ径推定6.8cm、最大径8.4cm、現存高4.9cmを測る。

3 • 4は無文の胴下半部て‘ある。 4は網代圧痕のあ

る上げ底状の底部まて残存するが、 3は接合面から下

が欠落している。いずれも胴部中段にかけて直線的に

開くバケツ形の器形て‘‘ある。

3は最大径11.2cm、現存高9.7cmを測る。4は最大径

16cm、現存高8.4cm、底径10cmを測る。

5は紐線文が施文される口縁部てある。胴部には横

位の平行沈線が巡り、 LR単節横位回転の縄文が施文

される。 6も紐線文の口縁だが、口縁下の無文帯の幅

が広く、また、胴部の平行沈線帯が 2段構成となって

おり、上下の文様帯の間に対弧状の沈線が挿入されて

いる。

7~9は口縁下に無文帯を持つ口縁て‘‘ある。

7は平行沈線帯が3段構成となり、間隙にひし形の

モチーフが挿入される。 8は浅鉢て‘‘、平行沈線帯は 2

段構成、間隙に対弧状のモチーフが挿入される。

9は1段構成の文様帯て‘、平行沈線の末端が屈曲し

て上下の沈線を連結する。

10 • 11は無文土器の口縁て‘ある。口唇内面に 1条の

沈線が巡る。

12~14は紐線文の口縁て‘‘ある。12・ 13は口唇内面に

1条の沈線が巡る。胴部には平行沈線文が描かれる。

16~29は平行沈線文の土器て‘、ある。

16は口縁下に 1条の沈線が巡り、内文を有する。17

は上下になぞりを加えた隆帯が巡らされ、隆帯上にも

縄文が施文される。

20 • 27 • 28は沈線間がノの字状の沈線て‘‘連結され

る。22• 25等は沈線の末端が屈曲して、上下の沈線が

連結される。

27は沈線間に対弧状のモチーフが描かれる。25・26・

28は平行沈線帯の間隙にひし形のモチーフが挿入され

る。

31 • 32は波状口縁て、、日縁下に斜めの刻みを伴う隆

帯が巡る。胴部には平行沈線による同心円状のモチー

フがみられる。33• 34は器面や沈線のタッチから、こ

のタイプの土器の同音随皮片とみられるものて‘‘、平行沈

線による曲線的なモチーフが描かれる。

36は胴部に格子目文が描かれる。文様帯の上端は横

位の沈線て‘区画される。地文はL無節の縄文て、、日縁

直下にまて‘‘乱雑に施文される。

41 • 42は注口土器て‘ある。

-16-



入波沢西

第14図 第 1号住居跡遺物分布図
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第15図 第 1号住居跡出土土器(I)

j
 □□ 

10cm 

-17-



第16図 第 1号住居跡出土土器（2)

躙 で

41は王求状に張り 出す胴部て‘‘、たすき状に走る平行沈

線の接点に、 「の」の字状の沈線文が描かれる。

42は胴部とドーム状に立ち上がる頚部との境界部

分て‘‘あろう 。頚部・胴部ともに平行沈線文が描かれる。

44~46は網代圧痕のある底部て‘‘ある。37は称名寺

式、 15• 35 • 39は堀之内 1式の口縁部て‘‘あろう 。

10cm ， 
1 : 3 

40は堀之内 2式て‘‘、信州系の鉢形土器の口縁部て‘あ

ろう。

水平口縁て‘ヽ 、口端は肥厚 して、内面に 1条の沈線が

巡る。頚部は無文地に刻みを伴う隆帯が垂下する。朝

顔状の口縁～頚部に、貧弱な体部が付属するものて＼

類例は第9号住居跡他に見ることがてきる。
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入波沢西

第17図 第 1号住居跡出土土器（3)
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第 3表 第 1号住居跡石器一覧表

石鏃

番号 出土状況 長さ 幅 厚さ

1 No.11 (12 0) (14 5) 4.7 
2 4区 23 0 14 5 3.3 

スクレイパー

番号 出土状況 長さ 幅 厚さ

1 No. 98 51.5 68.0 14.1 
2 No.110 35. 0 52.0 8.2 

磨石

番号 出土状況 長さ 幅 厚さ

1 No. 45 75.5 71.0 31 5 
2 No. 53 104.5 71.0 32 5 
3 No. 61 121. 0 73.5 53 0 
4 No. 62 135.5 87.0 54 0 
5 No. 65 105 0 93.5 67 5 
6 No. 73 121 5 89 5 31 0 
7 No. 74 65 0 56 5 33 0 
8 No.100 (61 0) (76 5) (26.5) ， No.137 (80 0) (55 0) 69.5 
10 No.166 56 3 44 5 35.0 
11 1区 55 5 40 0 23.0 
12 2区 108 0 76 5 55.5 
13 4区 74 0 50 0 39.0 

凹石
番号 出土状況 長さ 幅 厚さ

1 No. 36 (158.5) (115.0) 55.0 
2 No.121 112.5 103.0 70.5 
3 3区 125.0 101.0 46 5 

SJ 1 剥片点数別分布

10点 1点

第18図 第 1号住居跡出土石器

スク V イ｝＼゜ —①

5cm 

腫鼠：

0 94 
0 56 

重批

51.68 
14. 71 

重昼

265 55 
312 24 
577 81 
807. 74 
935. 96 
552. 44 
158.57 
87.30 
368. 40 
109.13 
74.99 
639 72 
221 23 

重批

1631. 09 
1156 35 
850 01 

石 材 形態 （長さ／幅）比 残存度
黒 曜 石 E ②十③
チャート A-1 ② 

石 材 形態 I 形態II 残存度
安 山 岩 A-2 b-1 ① 
チャート A-2 b-1 ① 

花

安

安

安

砂

花

花

砂

花

花

砂

花

砂

花

花

花

石 材

描i
山

山

山

岡

岡

岡

尚

岡

石 材

揺i

尚

描

形態 残存度
右しU A-1 ① 
右山 B-2 ① 
右しU B-1 ① 
右山 B-2 ① 
岩 A-1 ① 
岩 B-2 ① 
岩 A-3 ① 
岩 ② 
岩 A-2 ② 
岩 A-1 ① 
岩 B-1 ① 
岩 B-2 ① 
岩 B-1 ① 

形態 I 形態II 残存度 I 転用元
岩 B-2 a 
岩 A-1 a 
岩 B-1 a 

SJ 1 剥片重量別分布

2% 

② I 磨石

① l磨石
① 

⇔ 

ご 三

鏃②

こ
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第 2 号住居跡（第19図•第20図）

C-2•D-2 グリッドに所在する。第 1 • 3号住

居跡、第 1号列石遺構に切られる。プランの大半を切

りあいによって失っており、円形の主体部の奥壁部分

だけが残存している状態て‘ある。本米は柄鏡形の住居

第19図第2号住居跡

入波沢西

跡て‘あったものだろう。主軸はN-45"-Wを指してい

たものとみられ、残存部分の最大径は6.62mを測り、

比較的大型の敷石住居跡て‘あったものとみられる。

第4表 第2号住居跡柱穴一覧表

笠□1:4I： I ：ら 1：43： I Pら1 P五I p[ | ]7~ | pi： I p: I P]] 

I> 1., 

ー
C' 

SJ1 

c_ 

7
 

C 499.500 c・ D 499.500 ~ . D' 

o O  

E 499.500 E F 499.500 ． ． -E 

□ P5 

1 暗色 ：焼土・炭化物若干含む

2 極疇四礫這 ：記・脚頃少蜘

3 極暗褐色涅礫土層 ：¢10~2 0cmの亜角礫を多く含む

ローム粒子少羅含む粘性あり 締まりあり

4 極暗褐色涅礫土層 ：ロームプロック・ローム粒子やや

多く含む粘性あり締まりあり

5 極暗褐色混礫上層 ：ロームプロック ・ローム粒子若干

含む粘性あり締まり良し

6 黒色土居 ：ロームプロック・焼土プロック少霰含む

粘性に富み、締まり良し

2m ， 
1,60 
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第20図 第2号住居跡遺物分布図
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奥壁部分の壁高は0.7mを測る。

床面には敷石が施されている。主として結晶片岩系

の板石が用いられ、円形ないし隅丸方形に配置されて

いたものとみられる。敷石縁辺に縁石風の造りは見ら

れない。床面中央には炉跡が存在したものとみられる

が、第 1号列石との切りあいによって失われており、

若干の焼土の散布力所餌忍されるにとどまった。

壁と敷石との間から、柱穴が検出された。壁柱穴の

構成をとるものと見られる。柱穴の規模・深さは表の

とおりてある。

出土遺物は縄文時代後期前葉を中心とする土器・石

器・土製品て、大半が縄文時代後期前葉堀之内 1式期

のものてある。

出土遺物（第21図～第23図）

1は深鉢て‘‘、4単位の小波状口縁をなす。波項部に

第21図 第 2号住居跡出土土器(I)

10cm 
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第22図 第 2号住居跡出土土器(2)
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第 5表

石鏃

番号

1 

第 2号住居跡石器一覧表

出土状況

No.39 

長 さ

17.0 

幅

12.0 

厚さ

4.4 

重最

0.63 

石材

黒曜石

形態

A-1 
（長さ／幅）比

1.4 

残存度

⑧ 

石錘

番号

1 

出土状況

No.33 

長 さ

112.5 5
 

幅
＿
団

厚 さ

39. 0 

重鼠

337.51 
凝 石 灰 材 岩

形態 I 形態II
b 

残存度

① 

1
-2
 

石

号
磨
番
一 出土状況

No. 4 

No. 5 

長 さ

(130.5) 

63.0 
0

5

 

旦
68-48

厚 さ

39. 5 
24. 0 

重 描

542.29 

107.74 

石

砂
一
安 山

岩
一岩

ォ方 形態

C 
B-2 

度存
③
一
①

残

剥片点数別分布 SJ 2 剥片重量別分布

10% 

38% 

第23図 第 2号住居跡出土石器
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は短沈線による同心円状のモチーフが描かれ、左右に

1条の沈線て連繋される。また、波項部から胴部にか

けて連鎖状浮線文が垂下する。頚部は無文てある。

胴部には平行沈線て‘逆U字状の区画が描かれる。内

部にはLR単節の縄文が施文され、たすき状の磨り消

しモチーフが描かれる。

ロ径推定22.2cm、現存高13cmを測る。

2は橋梁把手を持つ壷形土器て‘‘、胴下半部を欠失す

る。器高に対し口径および胴部最大径が卓越する、非

常にずんぐりした器形て‘ある。

頚部と胴部の間に刻みを伴う隆帯が巡る。胴部文様

帯は、把手を基点とした縦位の隆帯によってパネル状

に分割され、 内部には渦巻き文が描かれる。

ロ径推定16.4Cill、最大径19cm、現存高10.2cmを測

る。器面は黒褐色て‘‘光沢を有する。

入波沢西

第 3 号住居跡（第24図•第25図）

C-2 • D-2グリッドに所在する。第 2号住居跡

を切っており、第 1号列石遺構に切られるものとみら

れる。円形の主体部に出入り口の張り出しを持った柄

鏡形の住居跡てあったもの とみられる。

斜面の崩落によって奥壁部分を除くフ゜ランの大半を

失っており、第 1号列石遺構との切り合いの結果、 壁

の立ち上がりすら失っている。

今回検出されたのは円形の敷石のうち、奥壁寄りの

ごく 一部分だけてある。主軸方向は不明、敷石部分の

差 し渡 しは最大て‘‘約4.6mを測る。

敷石の周囲に、最大10cm程度のこぺ浅い立ち上が

りを検出したが、これは住居跡床面のうち内陣部分を

示すものてあり、本来の壁はさらに外側に存在 したも

のと考えられる。

第6表 第3号住居跡柱穴一覧表

笠そ：ヨI:31： I :32： I :23： I ::: I p[: | :36： 

第24図第 3号住居跡
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c 498.500 C' 

P 4 _ P 5 p 6 

o 498.500 _Q' 1 暗褐色混礫上層 ：炭化物少歴含む粘性あり 固く締まっている

2 黒褐色浬土礫層 ：炭化物やや多く含む粘性あり 締まりなし

3 疇暉酎層 ：虹プロック・声粒子・殿頃多く勃

粘性あり 締まり良し

髯 2m 
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第25図

第26図

第 3号住居跡遺物分布図
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第 3号住居跡出土土器(I)

ー

E

4

 

C
 
..
 ＇ 

0
,
 

5cm ， 
9: 2 

内陣の立ち上がりを切って、

□、

2

0

ロ
6本のピットを検出し

た。壁柱穴の構成をとるものとみられる。

敷石は大半力刈包片岩の自然石て‘、若干の打割整形が

なされているかもしれない。平坦面を上向きに、ほば

水平に揃えている。

遺物はこぺ少量て、、縄文時代後期前葉を中心とした

土器・石器・土製品が出土した。

出土遣物（第26図•第27図）

1は小型深鉢の胴音聞皮片てある。頚部との境が 1条

の沈線によって区画され、胴部に平行沈線による曲線

モチーフが描かれる。

黒褐色の堅緻な器体て‘‘、へら状工具による研磨が施

される。

最大径11cm、現存高6.4cmを測る。

2は有孔の土製品て‘ヽ、垂飾と考えられる。段丘崖の

やや下方て出土しており、本住居跡への帰属はやや疑

わしく、古墳時代の土玉の可能性もある。

胴部中段に稜を持つ、

面に段を形成する。

かれる。

5は水平口縁て‘‘、

する。

やや腰高のソロバン王形て‘‘、

上下方向に貰通孔が穿たれている。手づくねによる成

形て‘あり、部分的に指頭の痕跡が残る。全面に軽いな

て調整が施される。

胎土は峡雑物の少ない粘土て、灰橙色を呈し、黒斑

がみられる。

直径 3cm、厚さ 2.3cmを測る。

3は日縁に付される円盤状の突起てある。中央に貫

通孔を有し、周囲を短沈線と盲孔て‘‘縁取る。

4は波状口縁の波項部てある。二重口縁をなし、外

日縁下には平行沈線の波状文が描

口縁下に幅広の無文帯を持つ。胴

部との境は 1条の沈線て‘区画され、縦位の沈線が垂下

ロ端は軽微に内屈する。 6もこれに類似するが、

-26-
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第27図 第 3号住居跡出土土器(2)
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ロ端の造りが異なっている。

7は刻みを有する隆帯が巡る口縁て‘‘ある。口唇断面

丸棒頭状て‘‘、日端がわずかに内屈する。 8• 10は外面

無文、内面に 1条の沈線が巡る口縁て‘‘ある。

9は地文縄文て‘‘横位の平行沈線が描かれる。施文原

体はRL単節の縄文て‘ある。

11は日縁部て、、日端直下に 2条の平行沈線が巡る。

＼ ／］會
百 14

10cm 

ロ唇は上面平坦、内面内削ぎ状を呈する。

12の口縁は軽微に内湾し、外面肥厚する。胴部との

境に 1条の沈線が巡る。

15は横位の平行沈線が巡る胴部て‘‘ある。地文はRL

単節の縄文て、、横位回転て施文される。

13はRL単節の縄文だけが施文される胴部、 14は無

文の胴部て‘‘ある。

第 7表第 3号住居跡石器一覧表

磨石

番号 出土状況 長さ 幅 厚さ 重蜃 石 材 形態 残存度

No.19 (92.5) 67 5 36.0 308.04 花 商 岩 B-1 ④ 

凹石

番号 出土状況 長さ 幅 厚さ 重黛 石 材 形態］ 形態II 残存度 転用元

No.21 93 5 71.5 54.5 511. 35 砂 岩 B-2 a ① 
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第28図第 7号住居跡

ー
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2m 

第 7号住居跡（第28図）

D-2 • 3グリッドに所在する。第 1号住居跡に切

られており、西壁部分のみが残存する。平面隅丸長方

形を呈する竪穴住居跡と考えられ、長径3.14mを測

る。主軸方向は第 1号13:)居跡とほぱ共通て‘‘、 N-32°―
Wを指す。壁高は斜面上の奥壁側が最大70cm、斜面下

方てはほとんど残存していない。

遺物は土器の小破片が少贔出土しているのみてある。

所属時期は不明だが、第 1号住居跡との位置関係や平

面形から、加曾利Bl式期と考えられる。

第 9号住居跡（第29図～第32図）

D - 3•E-3 グリッドに所在する 。 南壁部分は斜

面の崩落によって失われている。覆上上層に第 2号列

石遺構が位置しており、また、床面直上に第1石棺墓

群が構築されている。

住居プランは円形て‘‘配石を施される内陣と、隅丸方

形ないし長方形て‘敷欠石を持たない外陣の二重構造をな

している。内陣部は直径5.7m、外陣部は長径7.62mを

測る。両者の間には12cmほどの段差が存在し、内陣の

ほうが若干低く掘り＜ぱめられている。

外陣部分の壁高は斜面上方て‘‘は0.85mを測るが、斜

面下方ては失われている。

内陣部の配石は、外陣部との境に巡る縁石と、縁石

内部を充填する敷石から構成されている。

縁石は人§屁大の川原石が小日立てにされている。 第

4号石棺墓の北側て‘、石組みが複雑になっているのは、

本住居跡が廃屋墓 として転用される際の改造と見られ、

この部分の石材を撤去したところ、本来の縁石と思わ

れるものが検出された（第31図）。

敷石は準片岩や粘板岩の板石を敷き詰めたものてあ

る。北西部て‘‘は密だが、それ以外の部分ては空白も H

立ち、石棺墓の構築に当たって石材が転用されたこと

が考えられる。

外陣部の北東隅て＼ 壁に沿って積み上げられた全長

3.5mほどの列石が存在する。入波沢東遺跡第 5号住居

跡ても、竪穴外部前面に竪穴を囲饒するように延びる

列石が検出されており、両者は同性格のものと考えら

第8表 第9号住居跡柱穴一覧表

柱穴番号 p 1 PZ P3 P4 p 5 P 6 P 7 P 8 P 9 PlO 
日径(cm) 40 30 34 34 40 28 32 34 40 38 
深さ (cm) 24 9 39 9 42 9 20 9 27 3 23 42 7 27 6 24 9 28 5 

柱穴番号 Pll P12 Pl3 Pl4 Pl5 
日径(cm) 40 30 40 36 31 
深さ (cm) 25 25 21 28 25 
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第29図第 9号住居跡（I)
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第30図第 9号住居跡(2)

C498.000 を
c
-

0498.000 D' 

E 498.ooo E'F  498.000 ．．  ___f' 

鸞鸞
l暗色 ：炭化物若干含む粘性あり締まり良し

2 黒色混土礫恩 ：炭化物若干含む粘性あり 締まり欠く

3 黒色出日 ：炭似勿多く含む焼土プロック多く含む粘性あり 締

まりあり

4 黒色廿習 ：大盈の炭｛田を含む焼土プロック•炭四嫉ぎ干含む粘
性あり締まりあり

5 疇暉配疱 ：脚頃少胆む組あり締まり良し

6 黄褐色混砂シルト屈 ：ローム質の土層粘性に富む粘性あり 締まり良し

7 攀包醗這 ：多盈のローム粒子含む焼土粒子・炭侶靭少盈含む粘性

あり締まり良し

8 鵜暉酎層 ：ロー虚召饂含む焼埠子・脚構移＜劾紺生あ

り締まり良し

れる。ただし、本例て‘‘は、列石は竪穴内部の外陣部分

に配されている。

これは、第 9号住居跡が傾斜地に設営されているた

めに、平坦地に設営された入波沢東第 5号住居跡て‘‘は

明確て‘なかった外陣空間が、竪穴の一部 として顕在化

した結果てあろう。

列石は北東コーナー付近から始まって、出入り口部

の配石と融合し、さらに第 4号石棺墓の蓋石と連結し

ている。この周辺の石組みは、本住居跡が廃屋墓とな

った後に手を加えられている可能性がある。

住居跡の東、主軸線に平行かつ若干北にずれた位置

に、後述の道路状遺構が位置している。以上のように、

本住居跡は廃絶後に集落内部の墓域として利用され、

これに付随してかなり本格的な環境整備が施されたこ

とがうかがわれる。

9 黄褐色混砂シルト層 ： 6屈に似て、若干明色

10 麒褐包臨社恩 ：爵色シルトと鵡色tの混土焼土粒子・炭i憐砂囁

含む粘性あり締まり良し

11 茶易色渥開り濁 ：ローム粒子・焼土粒子・炭化物用千含む粘性あり 締

まり良し

12 疇色混礫這 ：ローム粒子少屈焼土粒子・炭化物多く含む粘性あり 締

まり良し

13 悉西躙辻層 ：ロー凶芍子少醤、焼む粒子・炭化物多く含む粘性あり 締

まり良し

2m 

＇ 9:60 

本住居跡の床面は混礫砂層に掘りこまれており、柱

穴の検出は困難て‘‘あった。精査を繰り返した結果、数

本のピットを検出したものの、柱穴配置等は不明てあ

る。

本住居跡覆土中からは、多贔の土器片・石器顆が出

土した。床面出土の土器は主として縄文時代後期前葉

堀之内 2式期のものて‘‘ある。 したがって、住居として

の利用はこの時期に属するものと思われるが、廃屋墓

としての利用は若干時代が下る可能性もある。

出土遺物（第33図～第36図）

1は深鉢て‘ヽ、胴部中段から口縁にかけて残存する。

胴部から口縁まてはば直線的に開く朝顔形の深鉢てゞヽ

ロ端内屈して稜を形成する。

口縁下に刻みを伴う 1条の隆帯が巡り、 8の字状の

-30-



貼付文が付される。

胴上半部に、平行沈線によって区画される文様帯を

有する。区画内部は地文縄文上に多条沈線による大柄

の菱形モチーフを描く。

地文はLR単節の縄文て‘ヽ 、横位回転て‘‘こ` く粗く施文

される。

ロ径推定23.8cm、現存高14.lcmを測る。

2は紐線文の大型深鉢て、、胴上半部から口縁にかけ

て残存する。

胴部中段に最大径を持つ樽形に近い器形て‘、

や内湾する。日唇は軽微に肥厚し、

口縁や

日端上は平坦、内

入波沢西

口縁下に無文帯を持ち、胴部との境に指頭圧痕を伴

う隆帯が巡る。

胴上半部に、上下を平行沈線により区画される文様

帯を有する。内部には平行沈線によるたすき状のモチ

ーフが描かれ、三角形の区画が描き出される。区画内

部にはやはり平行沈線を用いた対弧状のモチーフが充

填されるものとみられる。

地文はLR単節の縄文て‘‘、横位回転て‘‘ごく粗く施文

される。

ロ径推定30.8cm、現存高15.6cmを測る。

3は朝顔形深鉢の日縁部て‘ある。胴部から口縁部に

面に 1条の沈線が巡る。 かけて直線的に開き、 日端内屈して内面に稜を形成す

第31図 第 9号住居跡（3)

＼ 

P11◎ ◎四

゜ゞ

ヽ

✓ ,Q 

-ゞ---l¥c

一ヽ、、P70
， 
I 

＼ 

， 

' ' ’’ 』 ＇ ＼ 

' ‘ ， 、ヽ

, `̀ ̀  ----

＼＇、口9--
― 3 

c
 
汗

定

ー／ー一ー／

Q” 
0 2m 

I I l 9 60 

-31-



第32図 第 9号住居跡遺物分布図
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る。日縁下に断面台形の隆帯が巡り、 8の字状の貼付

文が付される。

胴上半部に文様帯を有し、多条沈線により鋸歯状の

モチーフが描かれ、三角形の区画を形成するものとみ

られる。

残存部分に関する限り、縄文は施文されない。口径

推定18.8cm、現存高5.2cmを測る。

4は深鉢底部て‘ある。底部から胴部に向けてやや急

な角度て‘‘広がっており、 2のような樽形の器形か、南

関東系の下北原式に伴うものてある可能性がある。

へら状工具による幅広の研磨が縦位方向に施され、

底部周辺ては横位の削り調整の痕跡が観察される。

最大径17.7cm、現存高7.7cm、底径9.3cmを測る。

5は信州系の小型鉢て‘ヽ、胴部から頚部にかけて残存

するが、本来浅いボウル状の体部と、長大な朝顔状の

口縁と頚部からなる。頚部と胴部との境を、刻みを伴

う1条の隆帯により区画し、 8の字状の貼付文が付さ

れる。胴部には文様帯が展開し、上端は 1条、下端は

2条の平行沈線により区画する。

文様はすべて平行沈線により描かれ、紡錘文とたす

き状の平行沈線の繰り返しによって入り組み状のモチ

ーフを構成している。

-32-



地文はLR単節の縄文て‘‘、充填手法て‘‘こゞ ＜粗く施文

される。

底部は欠失しているが、丸底に近い平底を呈するも

のて‘あろう。

黄白色の堅緻な器体て‘‘焼成は良好。最大径18.8cm、

現存高6.6cmを測る。

6は前期後葉の浮島・興津系の土器片て‘ヽ、覆土中へ

の混入てあろう。平行沈線間に貝殻腹縁圧痕文が施文

される。 7は中期の土器て‘‘あろう。

8は称名寺式の口縁部、 9は微隆起線文の胴部て‘‘、

後期初頭における加曾利E系の土器て‘あろう。

10は平行沈線間に列点文が充填される、いわゆる称

名寺II式て` ある。 11は称名寺式のスペード文の一部

て｀、櫛歯状工具の条線文を地文とする。 12はV字状の

モチーフて‘ヽ、沈線間に円形の剌突文を充壌する。

13~15は内屈する日縁て‘‘、日縁下に沈線区画を持

ち、内部に剌突文が充填される。 14は波状口縁て‘‘、波

項部に貫通孔を持つ。 15も同一個体の可能性がある。

16は、頚部との境の屈曲部分に刻みを有する隆帯が

第33図 第 9号住居跡出土土器(I)

入波沢西

巡る。 17は波状口縁の波項部にノの字状の短沈線文が

描かれ、左右に 1条の沈線が巡る。 18は無文の口縁

て、胴部にはLR単節の縄文が施文される。

19~22は無文の頚部て‘‘、刻みを有する隆帯が垂下す

る。 20は胴部との境を横位の隆帯て‘区画する。

23~29は頚部無文の深鉢て、、頚部と胴部の境界の区

画帯て‘ある。横位の平行沈線間に列点を充填するもの

て‘、 1段のものと 2段のものが存在する。23• 24は中

段にボタン状の貼付文が付される。胴部には集合沈線

が垂下する。 23は弧状の集合沈線が、入り組み状の構

成をなしている。 32は同類の深鉢の胴部て‘ある。

30 • 31は浅鉢とみられ、頚部に扁平な隆帯が巡り、

胴部には集合沈線文が描かれる。

33~41は堀之内 2式に特徴的な朝顔形の深鉢て‘あ

る。胴上半部に上下を沈線に区切られた文様帯を持つ。

33は口縁部て‘‘、口縁下に刻みを伴う隆帯が巡る。胴

部には磨り消し縄文により、三角形の区画文が描かれ

る。 34も日縁部て‘、外面無文、内面に 2条の平行沈線

が巡る。 35• 36は三角区画文の胴部破片て‘ある。

ロニ`口

＼
 10cm 
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第34図 第 9号住居跡出土土器（2)
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入波沢西

第35図 第 9号住居跡出土土器（3)
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II 
37~39は曲線的なモチーフが描かれる北関東系の

土器て‘ヽ、区画内に同心円状の集合沈線が充填される。

40 • 41は文様帯下端の区画部分てある。

43はモチーフの余白部分に竹管状工具による円形

刺突が充填される。注口土器の胴部てあろうか。

45 • 46は壷形土器の胴部破片て‘‘ある。45は胴上半部

てある。頚部との境に刻みを伴う隆帯が巡る。肩部に

~ 53 
10cm 

は橋梁状把手が配され、これを基点に胴部にも同様の

隆帯が垂下する。46は輪ゴム状に閉塞する独特の沈線

文てある。

49 • 50は加曾利Bl式てある。49は波状日縁の深鉢

て、波項部に横S字状の貼付文が付される。胴部には

平行沈線文が描かれ、中段に 「の」の字状の沈線文が

描かれる。50は壷形土器の肩部て‘‘あろう 。
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第
石
一
番
＿
ー
＿2
-
3
-
4
-5

第 9号住居跡石器一覧表

出土状況

No. 7 

No.165 
一括

一 括

一 括

長さ

(15.5) 

20.0 

21.0 
19.0 
(1-4. 5) 

幅

(15. 5) 

16. 0 
(14.0) 

16.0 

15.3 

さ
ー
万
＿
7
万＿
7

4

6

3

4

4

 

厚 露銚

0.76 

1.39 
0.94 

1.27 
0.95 

石
チャ

之
チャ

チャー

黒曜

ト
ー
ト
ー
ト
ー
ト
＿
石

ォ方
一

形態

A-1 

A-2 
A-1 
A-1 

A-2 

（長さ／幅）比

1.2 

1.1 

度

④
存
＋
①
-
④
-①-②

残

②

スクレイパー

享 長さ

55.5 5
 

百
田
「
＆5

 

ふ 厚さ

19.4 

菫最

59.35 

石

チャ

材

ート
形態 I
B-2 

形態II
b-1 

残存度

① 

石錐

番号

1 
出土状況

No.165 

長さ

30.5 5
 

1,"
-
9
 

ふ 厚さ

6.0 

重品

1.58 
石

チャ

材

ート
占官‘.

B
 

形 残存度

① 

王 兄

長さ

66.5 

85.0 
109.5 

5

5

0

 

幅

皇

一

閲

厚さ

32.5 

40.3 

52.0 

重量

133.19 

225. 01 
831. 58 

岩

岩

岩

ォ才
山
山
i
岡

石
安

安

花

形態

B-1 

B-1 
A-1 

残存度

③ 

① 

① 

凹石

享兄 長さ

125.5 5
 

幅
＿
随

厚さ

31.5 

菫誠

432.94 
石

砂
材 岩

形態 I
B-2 

形態II

b 

残存度

① 

転用冗

磨石

SJ 9 剥片点数別分布 SJ 9 剥片重量別分布

曰チャート

回黒曜石

Ill安山岩

ゞ片岩

E3頁岩

曰チャート

田黒曜石

11安山岩

図片岩

E3頁岩

96% 

第36図
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第1D号住居跡（第37図•第38図）

E-3グリッドに所在する。覆土上層に第 2号列石

が存在していた。

南壁が段丘斜面に掛かっており、全体のほぱ半分を

土砂の崩落て‘失っている。また、西壁を土層確認用の

トレンチによって失っている。

楕円形の竪穴住居跡て‘‘あると思われ、残存部分の長

径4.3mを測る。長軸方向はN-74.5°-Eを指す。残

存部分の壁蔽は最大68cmを測る。

壁に沿って多量の礫が出土した。礫のサイズは10cm

程度から人頭大まて‘、さまざまてあり、大半は地山中の

自然礫層に属するものとみられるが、一部人為的に改

変を加えられているかもしれない。

覆土中から多量の礫が出土した。床面は起伏があり、

西方向に緩やかに傾斜している。床面状に人為的に施

された敷石は存在しない。

入波沢西

プランのほぱ中央と見られる位置に、長楕円形の石

組みが検出された。焼土は検出されていないが、石囲

炉の可能性がある。石組みの長径は90cm、短径は42cm

を測る。

壁周辺から 5本のピットが検出された。各々の規模

は別表の通りてある。

遺物は覆土下層を中心として、加曾利Bl式の土器

が出土している。

出土遣物（第39図•第40図）

1はほぱ完形の小型深鉢て‘‘ある。底部から胴上半部

にかけてほぱ直線的に開き、口縁内屈する。1J端上に

横B字形の突起が4単位配される。日縁直下には扁平

な隆帯が貼りつけられ、へら状工具による斜位の刻み

が施される。

第10表 第10号住居跡柱穴一覧表

［そ::I ：七 I:：： I :：： I PみI::~ 
第37図第ID号住居跡
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第38図 第10号住居跡遺物分布図
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第39図 第10号住居跡出土土器
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入波沢西

第11表 第10号住居跡石器一覧表

石鏃

旱兄 長さ

17. 0 
幅

15.5 
厚さ

4.7 
重量

0. 99 
石

チャ

材

ート

形態

A-2 
（長さ／幅）比

1.1 

残存度

④ 

錘石
-
5
-
l
-
2

出土状況

No. 1 

No.16 

長さ

36.5 
42.0 

0

0

 

幅
一
⑫
可

厚さ

11. 3 : 
12.3 

重盤

21.13 

22.12 

石
レス

一
片

材

ート
涵

形態 I
A 
A 

形態II
a 
a 

度存
①
一
①

残

磨石
番号

1 

出土状況

一括

長 さ

82.5 
幅

65.5 
厚さ

51.3 

重拡

356.70 

石材

花岡岩

形態

A-1 
残存度

① 

SJ 1 0 剥片点数別分布 SJ 1 0 剥片重量別分布

胴上半部に 3本の平行沈線が巡り、 ノの字状の短沈

線によって上下に連結される。沈線間に LR単節横位

回転の縄文が、 ごく疎らに施文される。

ロ径12.4cm、最大径14.5cm、器高18.1cmを測る。

2も且弾交的小型の深鉢て＼胴部中段から口縁にかけ

て残存する。

単節横位回転の縄文が施文される点は 1の個体と同様

てある。

3は大型の深鉢て‘‘ある。胴部中段にくびれを有する。

日縁下に幅広の列点を伴う隆帯が巡る。

状日縁を成し、波項部直下には、

される。

4単位の波

ひれ状の貼付文が付

胴上半部に向けてやや内湾しつつ開き、

て内面に段を形成、

口縁内屈し

この部分に沈線が巡る。 ロ端上に

結紐状の貼付文が4単位配される。胴上半部に 3本の

沈線が巡り、上下を短沈線により連結、沈線間に LR

胴部は平行沈線により多段に分帯され、間隙に対弧

状の短沈線が描かれる。縄文は施文されない。

4以下は無文の胴下半部てある。

第40図 第10号住居跡出土石器
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第12号住居跡（第41図）

G-4 • 5、H-4 • 5グリッドに所在する。南半

および西壁の一部を斜面の崩落て‘‘失っている。

円形の敷石住居跡て‘‘ある。 2軒の切り合い力所御忍て‘

き、内側を第12A号、外側を第12B号と呼称した。本

来は出入り口の張り出しを持ついわゆる柄鏡形敷石住

居跡て‘あったものと考えられる。主軸方向・規模は不

明、壁の立ち上がりもほとんど残っていない。

配石は縁石と床面敷石の区別のはっきりしたスタイ

ルて、今回調査された他の敷石住居と異なった構造が

指摘てきる。

遺物は、堀之内 1式を中心とした土器片が出土した。

いずれも小破片てあったが、第 1遺物包含層は本住居

跡に接して形成されており、出士遺物の時期から見て

も、主として本住居跡の住人により形成されたものて‘‘

ある可能性が高い。

第41図第12号

なお、第12B号の縁石には、第43図の大型石棒が転

用されていた。

出土遺物（第42図•第43図）

1~4 • 6は後期初頭における加曾利E系の土器て‘‘

ある。 5は南関東にみられる曽利系の土器て‘‘ある。

39は地文条痕文の称名寺式て‘‘ある。 7~8は列点施

文の、いわゆる称名寺II式てある。

12~30は堀之内 1式て‘ある。14• 15 • 17~22 • 24 

は、日縁部文様帯を持ち、頚部に幅広の無文帯を有す

る深鉢て‘‘ある。 23 • 25は胴部に集合沈線文が描かれ

る。

31~36は堀之内 2式て‘ある。

第12表第12号住居跡柱穴一覧表

］ら::I :4I~ 1 :4] I ：→ I ：44: I p:5: I :46： I :47： 

B497.000 B'C"7.000 ．． C' 

可

0
0
.
L
6
く
く

2m 

＇ 1:60 

-40-



入波沢西

第42図 第 12号住居跡出土土器
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第13表

石錐

番号

1 

第12号住居跡石器一覧表

出土状況

一括

長さ

(25. 5) 
幅

(19.0) 
厚さ

5.5 

重籠

1. 91 
石

チャ

材

ート
形態

A 
残存度

② 

石錘

番号

1 
出土状況

一括

長さ

56.0 

。
幅
＿
“

厚さ

16.8 
重星

56.97 
石

砂

材

岩

ー態
一
A

形 形態II
a 

残存度

① 

石棒

番号

1 
出土状況

No.24 

長さ

(377. 0) 
幅

169.0 
厚さ

(170.0) 
重拭

17670.00 
石材

準片岩

断面形

円形

残存度

③ 

凹石

麟兄 長さ

134.5 
幅

69.5 

厚さ

39.0 
重屋

421. 27 
石

砂

材

岩

形態 I
B-2 

形態II
a 

残存度

③ 

転用元

SJ 1 2 剥片点数別分布 SJ 1 2 剥片重量別分布

1% 

第43図 第12号住居跡出土石器

石棒①

I Dem 
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(2) 石棺墓

A.第 1石棺墓群（第44図）

D-3•E - 3 グリッドに所在する 。 第 9 号住居跡

の床面直上に構築されており、住居廃絶後の平坦地を

幕域に転用した、 一種の廃屋墓 というべきものてある。

石棺墓は、重複するものを含め、 4基が検出された。

いずれも第9号住居跡の床面内陣と呼んだ内周部分を

ほとんど逸脱することなく、むしろその配石を部分的

に利用するような状態て‘‘構築されている。

床面敷石と石棺墓の構築面が一致していることから

も、 1主居の廃絶からほとんど時間をおかずに墓域とし

ての利用が開始されたことは明らかてある。

入波沢西

調査時の観察所見に基づいた、石棺墓の新旧関係は、

以下の通りてある。

＊第 1号・ 2号石棺墓は重複関係にあり、第 2号は東

壁の一部を除き、第 1号の掘り方をほとんど再利用

するようなかたちて構築されている。

＊第 3号石棺墓は、第 1号石棺墓の南壁を切って構築

されている。

＊第 4号石棺墓は、他の 3基と直接の切り合い関係に

ないが、蓋石の残存状態が完全て‘あり、新たな埋葬

行為の際に、既存の石棺墓の蓋石を再利用して石棺

墓を構築しているものとするなら、本石棺墓群中最

も新しいと考えることがて‘‘きる。

第44図 第 1石棺墓群
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第 1• 2 号石棺墓（第45図•第46図）

旧称sx7 • 8てある。第9号住居跡内陣、西縁辺

の縁石に沿って構築される。配石外縁部分の長径1.92 

m、短径0.78m、埋葬主体部内の長径1.61m、短径0.47

mを測る。壁高は最大69cmを測る。主軸方向はN-

15°-Eを指す。

長方形フ ラ゚ンの両側縁に片岩製の板石を小口立てに

し、上端に板状の石材を平置きにする。短軸側の側石

は存在せず、底石・蓋石とも存在しない。

東壁の南よりの部分は、 一旦片岩製板石により壁を

構築し、 その後扁平な川原石を用いて壁を造りなおし

た二重の構造になっている。二つの壁の間隙は小礫て‘‘

填められている。両者のうち石棺墓本体の軸方向に整

合するのは、後者、川原石の壁て‘‘ある。

以上の所見から、 2基の石棺墓の切り合いと考え、

現存のものを第 2号石棺墓、

第46図 第 I• 2号石棺墓

V̀
l
 

それ以前に存在したて‘‘あ

ろうものを第 1号石棺墓 と呼称する。両者はほぱ掘り

方を共有しているが、第2号の主軸方向は若干東に振れ
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第45図 第 I• 2号石棺墓の位置

るものと考えられる。

埋蔵主体部に遺物は伴わず、掘り方から若干の土器

小破片が出土 した。
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第 3 号石棺墓（第47図•第49図）

旧称SX9てある。第 9号住居跡内陣の、主軸線上

西端に位置している。第 1• 2号石棺墓を切る。

配石外縁部分の長径1.95m、短径1.0lm、埋葬主体

部内の長径1.57m、短径0.6mを測る。壁高は最大45cm

を測る。主軸方向はN-73"-Eを指す。

長方形プランの両側縁に大型の川原石を置き並べ、

上端に板状の石材を平置きにする。短軸側の側石は板

状の川原石を小口立てにし、上端に板状の石材を平置

きにする。

蓋石は板状の準片岩て‘‘モザイク状に閉塞される。西

半分が失われているのは、第 4号石棺墓への石材の転

用によるものか。底石は存在しない。

遺物は出土しなかった。

第 4 号石棺墓（第48図•第50医）

旧称SXlOてある。第 9号住居跡内陣の、主軸線上

東端に位置している。他の石棺墓と直接の切り合い関

係にないが前述の理由から、墓群中もっとも新しい石

棺墓て‘‘ある可能性が高い。

配石外縁部分の長径2.44m、短径1.05m。埋葬主体

部内の長径1.92m、短径0.78m。壁高は最大46cmを測

る。主軸方向はN-73"-Eを指す。

第47図 第3号石棺墓の位置

入波沢西

第48図 第4号石棺墓の位置

長方形フ゜ランの両側縁に、片岩や扁平な川原石を布

積みにして、ほぱ垂直に近い壁面を形成している。壁

の上端には、これに直交して、扁平な石材が平積みに

されている。

短軸側は大振りの川原石を小口立てにし、上端に扁

平な石材を 1段から 2段、平積みにしている。北西の

コーナーには、棒状の石材が石柱様に立てられている。

蓋石は東端の一部を除き、ほば完全に残存している。

長方形ないし長楕円形の石材を、主軸に直交して川の

字に並べたものて‘‘、かならずしも片岩などの扁平な石

材にこだわらず、長径lmあまりの川原石なども使用

されている。

第50図には収まっていないが、 北側に本石棺墓の蓋

石から延長する大掛かりな配石がみられる。この部分

の配石は、第 9号住居跡床面から浮いており、石材撤

去後の下面精査て‘‘、 1:EJ呂跡の縁石の一部が検出されて

いることから、廃屋幕として再利用する過程て‘あらた

に構築された部分て‘あることが伺われる。

縁石の一部として凹石j点が使用されていた。また、

覆土を全醤サンプリングし、水洗選別を行った結果、

石鏃10点、石錐 1点等が発見された。
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第49図 第 3号石棺墓
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入波沢西

第50図 第 4号石棺墓
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